
どう変わる？新しい介護保険制度

公平委員紹介･穂高西部児童館完成

安曇野日和

生涯学習だより
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福を呼び込む「福俵曳き」
1/15 豊科・成相にて
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あづみのびより
安曇野日和

地域の話題

　豊科にある飯田家住宅と法蔵寺が国の

登録有形文化財として登録されたことを

受けて１月20日、望月映洲教育長がそれ

ぞれ訪れ、登録証などを手渡しました。

　造り酒屋だった飯田家住宅は、江戸時

代後期の建築といわれ、母屋や味噌蔵、

醸造蔵など14件が指定されました。また、

法蔵寺は、鐘楼門、書院、土蔵など５件

が登録を受けました。

　この登録制度は、近年の国土開発や都

市化などのために、消滅の危機にある近

代を中心とした文化財建造物を後世に幅

広く継承していくために、緩やかな規制

のもと、保全する制度として平成８年に

導入されました。これまでに全国で約

5,100件が登録されています。

豊科町の飯田家住宅など
国登録有形文化財に

　「スポーツチャンバラ教室」

が１月21日、明科公民館で開か

れました。児童14人が参加し、

チャンバラのルールや基本動作

の指導を受け、スポンジ製の刀

を手に個人戦・団体戦などを行

い、体を動かしました。

スポーツチャンバラ教室

　たばこをやめられない市民

をサポートする「禁煙チャレ

ンジ」の事前説明会を１月22

日に穂高健康支援センターで

開きました。13人の参加者が

４週間の禁煙にチャレンジし

ます。

みんなで禁煙チャレンジ

　１月15日、豊科の成相、新田

の両地区で福俵曳きが行われま

した。御柱と共に飾られたこと

で福の神が宿るといわれる福俵

は、青年衆が地区内を引き回し

た後、昨年慶事のあったお宅に

納められました。

成相と新田で 「福俵曳き」

　毎年１月から２月にかけて、

三郷の室山池は天然のスケー

トリンクに変わります。１月

下旬には、三郷小学校のスケ

ート教室が行われ、リンクに

子どもたちの歓声が響きまし

た。

室山池がスケートリンクに

　堀金小学校は２月２日、この４月に入学する

保育園児を招いて１日体験入学を行いました。

　この日は、堀金保育園の園児約120人が参加し、

春から通う小学校の雰囲気を一足早く味わいま

した。園児たちは、１年生の児童に迎えられ、

自分の名前の書かれた名札を付けてもらい教室

に入りました。教室では、小学校の楽しい行事

や勉強の話を聞いたり、「１年生になったら」を

歌うなど楽しいひとときを過ごしました。最初

は、緊張した様子だった園児たちも次第に笑顔

を見せ、今春の入学を心待ちにしているようで

した。

「一年生になったら」
堀金小学校で体験入学

　今年もハクチョウが安曇野で冬を過ごしています。

安曇野（豊科・明科・穂高・池田）に飛来しているハ

クチョウの数は、昨年の約２倍となる2,398羽（２月

10日現在）を記録しました。

　ハクチョウは、昼間、豊科・白鳥湖と明科・御宝田

遊水池、穂高の水田などを移動するなどしています。

多くのハクチョウが安曇野を訪れていることについて

アルプス白鳥の会の男性は「大雪の影響で、えさなど

を探すことができず、安曇野まで来ているのでないか」

と話してくれました。

　ハクチョウたちは、これから北帰行の準備を始めま

す。

ハクチョウの飛来が
過去最高数を記録

水しぶきをあげて
飛び立つ（明科・御宝田遊水池）

楽しい行事が
たくさんあるよ

仲良く手をつないで
一緒に歌おう

寛政５年（1793）ころに
建築されたといわれる
法蔵寺鐘楼門

教育長から
登録証を手渡す

拝殿の前で披露される
「人間ピラミッド」

相手を打ったほうが勝ち
相打ちは両者負け

厳しい冷え込みが続いたため
上質のリンクができた

グループに分かれて
喫煙の習性について話し合う

１月15日～２月10日

ふくだわらひ

水田で遊ぶ（穂高・狐島）

しょうろうもん



　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、

社
会
教
育
課
関
係
の
附
属
機
関
な
ど

の
委
員
に
つ
い
て
、
公
募
枠
を
設
け

ま
し
た
。
委
員
と
し
て
活
動
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
要
領
に
よ
り

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
公
民
館

　
運
営
審
議
会
委
員

■
公
民
館
運
営
審
議
会
と
は
？

　
公
民
館
が
住
民
の
意
思
を
反
映
し
、

民
主
的
・
効
果
的
に
運
営
さ
れ
る
た

め
に
置
か
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
館

長
の
諮
問
に
応
じ
て
公
民
館
事
業
や

公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
し
ま

す
。

■
小
論
文
の
テ
ー
マ
　

　
８
０
０
字
程
度
で
、
分
館
や
各
地

域
公
民
館
が
、
こ
ん
な
事
業
を
行
え

ば
身
近
な
地
域
が
元
気
に
な
る
、
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
お
書
き

く
だ
さ
い
。

　
安
曇
野
市
図
書
館
協
議
会
委
員

■
図
書
館
協
議
会
と
は
？

　
市
内
図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長

の
諮
問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
小
論
文
の
テ
ー
マ

　
８
０
０
字
程
度
で
、
図
書
の
貸
し

出
し
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
、
図
書
館
に
こ
ん
な

機
能
が
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
安
曇
野
市
博
物
館
協
議
会
委
員

■
博
物
館
協
議
会
と
は
？

　
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
の
運
営
に

関
し
館
長
の
諮
問
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
館
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
小
論
文
の
テ
ー
マ

　
８
０
０
字
程
度
で
、
多
く
の
人
が

満
足
し
、
幸
せ
に
な
れ
る
と
思
う
美

術
館
・
博
物
館
な
ど
で
の
企
画
展
示

の
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
お
書
き
く
だ

さ
い
。

■
募
集
人
数
　
各
５
人

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
、
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
20
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者

を
除
き
ま
す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
議
会
の
議
員
②
常
勤
の
国

家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
③
本

市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委

員
で
あ
る
者

■
任
期
　
委
嘱
の
日
（
平
成
18
年
３

月
下
旬
ご
ろ
）
か
ら
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
を
予
定
。

■
応
募
方
法
　
各
総
合
支
所
教
育
課

窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え
て
、

郵
送
に
よ
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
２
月
20
日
（
月
）
か

ら
３
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

■
選
考
方
法
　
①
申
込
書
お
よ
び
小

論
文
に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い

ま
す
。
②
選
考
を
公
正
か
つ
円
滑
に

行
う
た
め
、
選
考
委
員
会
を
設
け
て

行
い
ま
す
。
③
選
考
結
果
は
、
合
否

に
か
か
わ
ら
ず
３
月
末
日
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習

係
か
ら
理
由
を
付
し
て
申
込
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

■
報
酬
　
会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に

定
め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　

〒
３
９
９-

７
１
０
２

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係
（
℡
62
・
３
０
０
１
）

生涯学習だより

生涯学習だより

lifelong

learning news

No.4

安曇野市教育委員会

成人学級　 美術館めぐり

募集

荻須高徳記念美術館と愛知県美術館で芸術を満喫

公
募
す
る
審
議
会
等
の
説
明

お
よ
び
小
論
文
の
テ
ー
マ

募
集
の
詳
細

パリに住みパリを描いた荻須高徳(文化勲章受章者)の洋画

と近世江戸絵画の国宝作品を鑑賞します。

社会教育課関係機関の
委員の公募について

ご案内

社会教育について一緒に考えませんか

荻
須
高
徳

　
～
パ
リ
を
中
心
に
活
躍
し
た
画
家
～

荻
須
高
徳
美
術
館

　　
フ
ラ
ン
ス
に
住
み
、
パ
リ
の
街
角

を
描
き
続
け
、
人
々
に
愛
さ
れ
る
作

品
を
次
々
に
生
み
出
し
た
荻
須
高
徳

の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　
東
京
美
術
学
校(

現
在
の
東
京
藝

術
大
学)

を
卒
業
後
フ
ラ
ン
ス
へ
留

学
し
た
荻
須
は
、
戦
後
は
じ
め
て
日

本
人
画
家
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
滞
在
を

許
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
造
幣
局
が
、
そ
の
肖

像
を
浮
き
彫
り
に

し
た
メ
ダ
イ
ユ
を

発
行
し
た
こ
と
か

ら
も
想
像
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
代
表

作
品
な
ど
数
十
点

の
作
品
や
、
パ
リ

で
使
用
し
て
い
た

ア
ト
リ
エ
の
復
元
、

愛
用
し
た
パ
レ
ッ
ト
・
絵
筆
な
ど
を

併
せ
て
鑑
賞
し
ま
す
。

江
戸
絵
画 

～
小
世
界
を
愉
し
む
～

愛
知
県
美
術
館

　
名
古
屋
の
美
術
収
集
家
・
木
村
定

三
氏(

１
９
１
３
～
２
０
０
３)

に
よ

る
江
戸
絵
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑

賞
し
ま
す
。

 

江
戸
期
を
代
表
す
る
国
宝
級
の
作

品
、
与
謝
蕪
村
、
浦
上
玉
堂
、
伊
藤

若
冲
、
狩
野
探
幽
ほ
か
、
こ
の
機
会

で
な
い
と
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
珠
玉
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
23
日
（
木
）

◎
集
合
　
午
前
７
時
30
分

◎
解
散
　
午
後
６
時
（
予
定
）

※
集
合
・
解
散
は
、
い
ず
れ
も
穂
高

会
館
。
移
動
は
大
型
バ
ス

■
参
加
費
　
２
、
５
０
０
円
（
当
日

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
30
人
（
市
内
在
住
者
）

■
講
師
　
征
矢
野 

久 

さ
ん

■
そ
の
他
　
途
中
、
愛
知
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
で
各
自
昼
食
を
取
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
参
加
費
に
昼
食
代

は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
）

■
申
込
受
付
　
３
月
３
日(

金)

ま
で

に
、
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
左
記
の
と
お
り
、
必

要
事
項
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
１
枚

の
往
復
は
が
き
で
２
人
ま
で
申
し
込

み
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
同
行

者
の
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
は
が
き
に
て
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
往
復
は
が
き

以
外
で
の
申
し
込
み
、
記
入
漏
れ
が

あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
穂
高
会
館
内
教

育
課
　
生
涯
学
習
係(

℡
82
・
５
９

７
０)往復はがきの書き方

荻須高徳作品模図

「ベネチア」

往信

399-8205

返信

安
曇
野
市
穂
高
５
０
４
７

穂
高
会
館
内

教
育
課
生
涯
学
習
係
　
行

ご
自
分
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

お
書
き
く
だ
さ
い

・
ご
自
分
の

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

※
２
人
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、

　
同
行
者
の
氏
名

そ 

や 

の

お
ぎ

じ
ゃ
く
ち
ゅ
う

か
の
う

よ
　
さ

ぶ 

そ
ん

い 

と
う

う
ら
が
み

た
ん
ゆ
う

ぎ
ょ
く
ど
う

た
か
の
り

す

ひ
さ
し
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「
お
も
し
ろ
自
然
教
室
」
で
楽
し

く
自
然
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
３
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
　

■
内
容
　
植
物
四
方
山
話
③

■
会
場
　
豊
科
公
民
館
　
講
座
室

■
募
集
人
員
　
30
人
程
度

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
　
不
要
（
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
72
・
９
９
６
４)

　
穂
高
公
民
館
で
は
、
誰
で
も
簡
単

に
で
き
る
手
作
り
手
品
教
室
を
５
回

に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。

　
手
品
は
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
つ
く
り
「
楽
し
み
と
生
き
が
い
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
の
水
曜
日
（
全
５
回
）

１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
　
第
２
会
議
室

■
講
師
　
尾
川
元
洋
さ
ん
（
池
田
町
・

元
教
員
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
人

■
参
加
料
　
無
料

■
持
ち
物
　
紙
袋
入
り
割
り
ば
し
１

組･

腕
時
計
・
ハ
サ
ミ
・
黒
マ
ジ
ッ

ク
・
10
円
玉
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

■
定
員
　
定
員
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
受
付
　
２
月
24
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら

■
そ
の
他
　
５
回
に
わ
た
っ
て
の
教

室
で
す
の
で
、
可
能
な
限
り
全
日
程

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
教
育

課
（
℡
82
・
５
９
７
０
）

　
堀
金
公
民
館
で
は
、
平
成
17
年
度

の
活
動
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
「
ふ

る
さ
と
常
念
の
里
・
学
び
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
手
仕
事
屋
き
ち
兵

衛
さ
ん
に
よ
る
「
歌
と
お
話
の
つ
ど

い
」
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
40
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

■
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
堀
金
総
合
支
所
教

育
課
（
℡
72
・
５
７
９
６
）

　
子
育
て
の
時
間
を
楽
し
く
ゆ
と
り

を
も
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
子
育

て
の
ス
タ
ン
ス
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
超
便
利
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
は
何
か
、

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
む
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
10
時
30
分

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
１
階
講
堂

■
講
師
　
武
田
徹
さ
ん
　

■
演
題
　
「
子
ど
も
は
風
の
子
」
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を

■
託
児
　
当
日
は
無
料
の
託
児
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
定
員
が
30
人
の

た
め
、
希
望
す
る
場
合
は
２
月
23
日

(

木)

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
教

育
課
生
涯
学
習
係(

℡
77
・
２
１
０
９)

　
田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
田
淵
行

男
の
遺
し
た
言
葉
「
一
山
百
楽
」
に

ち
な
み
、
登
山
の
楽
し
み
や
自
然
環

境
保
護
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
一
山
百

楽
」
講
話
を
開
講
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場
　
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
２
階
　

第
２
研
修
室

■
講
師  

宮
崎
学
さ
ん

■
演
題
　
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
参
加
料
　
無
料
（
直
接
、
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
72
・
９
９
６
４)

　

豊
科
図
書
館(

℡
72
・
２
１
５
８)

｢

宮
沢
賢
治
読
書
会｣

　
　
　
　
　

■
日
時
　
３
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

■
場
所 

　
豊
科
公
民
館
中
会
議
室

■
テ
キ
ス
ト
「
風
の
又
三
郎
」
な
ど

｢

東
洋
古
典
読
書
会｣

■
日
時
　
３
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
中
会
議
室

■
テ
キ
ス
ト
「
源
氏
物
語
」

｢

児
童
文
学
を
読
む
会｣

■
日
時
　
３
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

■
場
所 

　
豊
科
公
民
館
小
会
議
室

■
テ
キ
ス
ト
　｢

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
の
謎｣

な
ど

｢

お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ｣

■
日
時
　
３
月
10
日(

金)

　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
～

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
和
室

穂
高
図
書
館
（
℡
84
・
０
１
１
１
）

｢

お
は
な
し
と
し
ょ
か
ん
」

■
日
時
　
３
月
18
日(

土)

◎
Ⅰ
部(

幼
児
対
象)

　
午
前
10
時
30
分
～

ダ
ン
ボ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
「
お
し
り
の

か
げ
か
ら
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
！
』｣

・

絵
本
「
じ
っ
た
ん
　
ば
あ
た
ん｣

・

紙
芝
居
「
ぞ
う
さ
ん
の
す
べ
り
だ
い
」

◎
Ⅱ
部(

５
歳
以
上)

　
午
前
11
時
20
分
～

絵
本
「
な
に
で
あ
そ
ぶ
？
」
・
語
り

や
手
ば
な
し
な
ど

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
義
室

明
科
図
書
館
（
℡
62
・
１
１
２
２
）

｢

お
は
な
し
の
会
」

■
日
時
　

◎
３
月
１
日(

水)

・
15
日(

水)

　
午
前
11
時
～(

幼
児
対
象)

◎
３
月
８
日(

水)

・
22
日(

水)

　
午
前
11
時
～(

幼
児
対
象)

　
午
後
３
時
30
分
～(

小
学
生
対
象)

■
場
所
　
明
科
図
書
館
お
は
な
し
コ

ー
ナ
ー

三
郷
図
書
館
（
℡
77
・
２
１
０
９
）

｢

ポ
ケ
ッ
ト
の
会
」

■
日
時
　
３
月
11
日(

土)

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
児
童
室

■
内
容
　
ひ
な
ま
つ
り
の
お
は
な
し
・

は
る
の
お
は
な
し
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
・
紙
芝
居
・
お
楽
し
み
折
り
紙
ほ
か

堀
金
図
書
館
（
℡
72
・
５
７
９
６
）

｢

お
は
な
し
の
へ
や
」

■
日
時
　
３
月
15
日(

水)

　
　
　
　
午
後
４
時
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所
　
堀
金
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

生涯学習だより

ふ
る
さ
と
常
念
の
里

学
び
の
つ
ど
い

手
仕
事
屋
き
ち
兵
衛
さ
ん
の
歌
と
お
話

あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
れ
る
?!

か
ん
た
ん
手
作
り
手
品
教
室

自
然
の
大
切
さ
に
目
を
向
け
る

｢

一
山
百
楽
」
講
話 (

第
２
回)

飯
沼
冬
彦
先
生
の

お
も
し
ろ
自
然
教
室(
第
12
回)

楽
し
く
ゆ
と
り
の
あ
る
子
育
て
を

子
育
て
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

講
師
紹
介･

･
･

駒
ヶ
根
市
在
住
の
写
真

家
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
、
野

生
動
物
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
を
撮
影

し
続
け
る
宮
崎
さ
ん
の
言
葉
に
は
、

現
代
社
会
へ
の
重
大
な
警
鐘
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

講
師
紹
介･

･
･

信
越
放
送
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
活
躍
中
の
キ
ャ
ス
タ
ー
、
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
。
現
在
『
つ
れ
づ

れ
遊
学
舎
』
を
主
宰
。

募集

講座などの

ご案内

楽しく
学ぼう

図書館

図書館の催し

本と
触れ合う

■開館時間　午前９時～午後５時

■休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館)

　　　　　　祝日の翌日

■入 館 料　大人300円・小人200円

雪形幻想　～春を告げる残雪の芸術～

２月28日(火)～７月９日(日)

田淵行男は、農事暦として伝承されてき

た全国の雪形をまとめ、民俗学的にも貴

重な記録を残しています。また、農業の

近代化とともに忘れ去られようとしてい

る風物を再評価すると同時に、｢雪形ニュ

ーフェイス｣として、今まで誰も名付けな

かった残雪模様を見つめ、新しい雪形と

して命名するという遊び心に満ちた活動

もしていました。

今回は、山国に春を告げる雪形をとらえ

た作品を中心に構成し、展示します。

同時開催

アニマル黙示録 ～宮崎学作品展～

２月28日(火)～３月12日(日)

現在、数多くの写真家が写真表現を追求

していますが、宮崎学さんは田淵の系譜

を継ぐ写真家の一人と言えます。その自

然を見つめる鋭いまなざしは、環境問題

に深くメスを入れ、社会へ問題提起して

います。今回は宮崎さんの動物写真およ

そ30点を展示します。

春を呼ぶ音楽会

３月５日(日）午後２時～　

海野紀美子さんによるソプラノで、一足

早く春の雰囲気をお楽しみください。

サンキューアート　談話会

３月11日(土）午後１時30分～３時 

金沢21世紀美術館シニアキュレーターの

大橋浩美さんをお迎えします。

昨年大橋さんが調査した、ベルギー、ロ

ンドン、ニューヨークなどの海外美術展

の様子などを中心にお話していただきます。

入場無料

入場無料

よ  

も 

や
ま

も
と
ひ
ろ

田淵行男記念館　企画展のご案内
問い合わせ　℡72・9964

豊科近代美術館の催し
問い合わせ　℡73・5638

ま
な
ぶ
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ひ
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ら
く







３

登記・法律
相談所

子ども
母子家庭
女性の相談

★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

こども会議　　　　　　■ ４日（土）

一輪車クラブ　　　　　■ ４日（土）

卓球教室　　　　　　　■ 11日（土）

パソコンの日　　　　　■ 11日（土）

チャレンジクラブ　　　■ 18日（土）

本と友達　　　　　　　■ 18日（土）

竹とんぼ作り　　　　　■ 23日（木）

お店屋さん　　　　　　■ 25日（土）

14:00～14:30

14:30～15:00

14:00～15:00

10:00～12:00

14:00～16:00

16:00～16:30

14:00～15:00

10:00～12:00

　絵本・紙しばい　　　　■　６日（月）・13日（月）

　おひな様作り　　　　 ■　３日（金）

　リズム遊び　　　　　 ■　17日（金）

真 々 部 区　　　　　　■　18日（土）

11:00～11:30

11:00～11:30

11:00～11:30

10:30～15:00

２～３歳児

０～１歳児

２～３歳児

０～１歳児

０～３歳児

５○日 12○日 19○日 26○日21○祝

…乳幼児対象の催し物です。

読み聞かせ　　　　 　 ■ ２日（木）

　　〃　　　　　　　　■ ３日（金）

運動あそび　　　　　　■ ９日（木）

　　〃　　　　　　    ■ 10日（金）

平成17年度最終回　　　■ 16日（木）

健康に関する

相談・体操

行政相談

介護相談

心配ごと
相 談

結婚相談

移動児童館

いっしょにあそぼう

教育相談

８日（水） 　 13:00～15:00
    三郷福祉センター (℡77-8080)

２日（木）・28日（火）  　９:30～11:00
　　明科総合福祉センター(℡81-2941)
※保健師による健康相談

１日（水）・15日（水）  　９:00～11:00
　　豊科保健センター(℡72-9970)
※保健師による健康相談

※高家児童館および南穂高児童館では、事前に連絡をいただければ

　上記以外の日でも相談できます。

１日（水）　　10:00～12:00
　　南穂高児童館(℡71-5150)※山下勝工先生による相談

７日（火）　　10:00～12:00
　　高家児童館(℡72-5685)※山下勝工先生による相談

９日（木）　　10:00～11:30
　　堀金保健センター(℡73-5770)
※保健師・管理栄養士

８日（水）・22日（水）　　９:30～11:00
　　豊科保健センター(℡72-9970)
※保健師・助産師・管理栄養士

母乳・育児相談　14日（火）・28日(火)
　９:30～11:30
　　三郷保健センター(℡77-9111)
※保健師・助産師・管理栄養士

母乳・育児相談　７日（火）・15日（水）
　９:30～10:30まで受付
　　穂高保健センター(℡81-0711)
※保健師・助産師・管理栄養士

子育て相談(助産師)　２日（木）
　10:00～12:00
　　穂高西部児童館(℡82-2527)

子育て相談(小川原容子先生)　10日（金）
　10:30～12:00
　　豊科中央児童館(℡72-0122)

10日（金）　  13:00～16:00
    穂高地域福祉センター (℡82-2940)

15日（水）・25日（土）　  13:00～15:00
    豊科ささえあいセンター (℡72-3013)

７日（火）　  13:30～15:30
　　小倉メナー(℡77-8800)　　　　　

９日（木）  　13:30～15:30
　　三郷総合支所健康福祉課(℡77-3111)　　

23日（木）　  13:30～15:30
　　三郷福祉センター(℡77-8080)　　

14日（火）・28日（火）　

　14:00～16:00　　 豊科公民館(℡72-2158)
※グループ学習・親の会

１日（水）・８日（水） 
　15:00～17:00  　穂高勤労者福祉センター
　穂高総合支所教育課(℡82-9291)

７日（火）・14日（火）・28日（火）
　９:00～12:00　　　三郷公民館(℡77-2109)

１日（水）・15日（水）  　13:00～15:00
　　堀金老人福祉センター(℡73-5288)

２日（木）・16日（木）  　13:00～15:00
　　三郷福祉センター(℡77-8080)

６日(月)・20日(月)  　９:30～15:00
　　穂高地域福祉センター(℡82-2940)

６日(月)・24日（金）  　10:00～12:00
　　明科総合福祉センター(℡81-2941)

６日(月)・17日（金）  　９:00～15:00　
　豊科公民館 相談室
　豊科ささえあいセンター(℡72-3013)

22日（水） 　 13:00～15:00
　　三郷福祉センター(℡77-8080)　

３日（金）・10日（金） 　 ９:30～11:30
　　三郷保健センター(℡77-9111)　

22日（水）　　13:00～16:00　　豊科公民館 
　豊科総合支所都市建設課(℡72-3111)

平日　　８:30～17:00　
　　健康福祉部児童保育児童係(℡81-0727)
※事前にお電話の上、お出かけください。

８日（水）・22日（水） 　 ９:30～16:00
　豊科公民館   松本社会保険事務所(℡32-5821)

毎週月･水･木曜日（祝日を除く）　　10:00～16:00
  　明科総合支所(℡62-3177)

24日（金）　  13:30～15:30
    明科総合福祉センター(℡81-2941)

６日（月）・20日（月） 　 ９:30～15:00
　穂高地域福祉センター   穂高総合支所(℡82-3131)　

20日（月）  　10:00～12:00
　明科総合福祉センター　明科総合支所(℡62-3001)

17日（金）  　９:00～15:00
　豊科公民館　　豊科総合支所(℡72-3111)

23日（木）  　13:00～15:00
　　堀金総合支所(℡72-3106)

栄養相談

７日（火）・14日（火）・28日（火）

　９:00～15:00  　 豊科公民館(℡72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談） 

４日（土）･11日（土）･18日（土）･25日（土）

　９:00～15:00  　 豊科公民館(℡72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

年金相談

March3

　子育てサロン       ■ ８日（水）・22日(水)

　子どもサークルＢ　        ■ 11日（土）

　とんとんらんど　魚つくり  　  ■ 14日（火） 

11:00～12:00

14:00～

10:30～11:30

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

…場所 …問い合わせ …時間

　お年寄りの知恵袋一緒にあそぼう ■ ４日（土）

　子どもサークルＡクッキング　　 ■ ４日（土）

　お話でてこい　■ ７日（火）･14日(火)･28日(火)

　子育て雑談会　■ 14日（火）･28日(火)

10:00～12:00

14:00～15:00

11:00～11:15

11:00～12:00

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館
TEL.72-5685

■休館日／日曜・祝日

　ひな祭りパーティー　　　　 ■ 10日（金） 10:30～11:30

★穂高西部児童館
TEL.82-2527

■休館日／土曜・日曜・祝日

　ひな祭り　　　　　　　　　 ■ ３日（金） 10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

病
　
院
　
・
　
医
　
院

歯
科
医

宮澤内科医院

62-2052[明科]

井上医院

72-7270[豊科]

岡村耳鼻咽喉科医院

72-2102[豊科]

ヒカリ歯科医院

82-8171[穂高]

小田切医院

83-6025[穂高]

石田医院

72-2766[豊科]

中萱医院

77-2130[三郷]

アルプス歯科クリニック

77-8901[三郷]

百瀬医院

82-2205[穂高]

高橋医院

82-2561[穂高]

鶴見医院

72-4500[豊科]

いさつ歯科医院

73-0648[豊科]

穂高病院

82-2474[穂高]

須澤クリニック

82-2993[穂高]

米倉医院

72-2354[堀金]

かえで歯科医院

82-4105[穂高]

清沢医院

82-7600[穂高]

信濃内科循環器科医院

82-7722[穂高]

山田医院

72-3207[豊科]

せきざわ歯科医院

78-6543[梓川]

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（　 0120-890-423）

１日(水)・８日（水）・15日（水）
　13:30～15:30
３日(金)・10日（金）・17日（金）・23日(木)
  ９:30～11:30
　　三郷保健センター(℡77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

子育てに
関する
相談

育
児
相
談

そ
の
他

児童館の予定 各種相談

２月号19 18広報あづみの ２月号 広報あづみの

毎週月･水曜日（祝日を除く）　　13:00～17:00
  　堀金公民館(℡72-5796)

３３

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

　親子リトミック教室        ■ ７日（火）

　親子おはぎ作り　　　　  　■ 14日（火）

　新年度キッズパークへの申し込みを受け付けます。

平成18年度に穂高中央児童館の「キッズパーク」へ参加

したい、という皆さんは、次の期間にお申し込みください。

■受付　６日(月)～10日(金)　10:00～12:00

10:30～11:15

10:30～11:30

デイサービスとのふれあい週間

23日(木)～29日(水)　13:45～14:30

定員15人

財産に
関する相談



　
朝
夕
が
冷
え
込
む
「
凍
み
る
」

気
候
の
安
曇
野
は
、
凍
り
も
ち
作

り
に
最
適
な
土
地
で
す
。
旬
の
味

ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１
月
中
旬
か
ら
凍
り
も
ち
作
り
が

始
ま
り
ま
す
。
朝
つ
い
た
も
ち
を

特
注
の
和
紙
で
包
み
、
水
で
浸
し

た
後
、
風
通
し
の
良
い
軒
下
に
つ

る
し
ま
す
。
こ
の
作
業
を
数
回
繰

り
返
す
と
、
純
白
の
凍
り
も
ち
が

出
来
上
が
り
ま
す
。

　
野
良
仕
事
の
お
や
つ
、
お
小
昼

（
お
こ
ひ
る
）
な
ど
で
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
の
凍
り
も
ち
。
乾
い
た

北
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
遠
い
春

を
待
ち
ま
す
。

其
の
五

今月の色

純　白
Jyun-paku

正月の鏡餅、白手袋など、
日本では白を清らかなもの
として捉える傾向にある。
この傾向は国外も同様。

◆
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
の
声
も

す
で
に
遠
の
き
、
暦
の
上
で
は
も
う

春
で
す
ね
。
い
つ
に
な
く
薄
化
粧
の
山
々

で
す
が
、
安
曇
野
の
春
は
も
う
少
し

先
で
し
ょ
う
か
。
Ａ

◆
安
曇
野
の
大
鬼
、
八
面
大
王
は
、
実

は
制
圧
さ
れ
た
気
の
毒
な
先
住
民
だ
っ

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
英

雄
を
つ
く
る
ー
。
「
勝
ち
組
」
が
一
転

す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
Ｔ

◆
も
う
す
ぐ
ぴ
か
ぴ
か
の
１
年
生
に

な
る
園
児
た
ち
の
１
日
入
学
の
取
材
。

い
つ
も
と
違
う
教
室
で
、
い
つ
も
と

違
う
先
生
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
ほ

ほ
え
ま
し
い
姿
に
、
あ
ん
な
と
き
も

あ
っ
た
な
あ
と
今
の
自
分
を
反
省
し

ま
し
た
。
Ｋ

◆
先
月
触
れ
た
カ
マ
ド
ウ
マ
に
つ
い

て
補
足
を
。
こ
の
生
き
物
、｢

便
所
コ

オ
ロ
ギ｣

と
言
え
ば
ピ
ン
と
く
る
人
も

多
い
は
ず
。
か
ま
ど
の
近
く
に
い
て

馬
の
よ
う
に
よ
く
跳
ね
る
た
め
、
こ

の
名
前
が
付
い
た
そ
う
で
す
。
Ｓ

編
集
後
記

2006.2.1現在（　）内前月比

人口

男

女

世帯

98,989人

47,934人

51,055人

35,224世帯

（-26）

（+ 7）

（-33）

（+ 6）
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じゅん　　　ぱく

紀
行
紀
行

かあさんの真心包む
－安曇野のお小昼、凍りもち－

こ ひる

し




